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1. 平成31年3月期第2四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 41,026 △4.2 732 △32.8 1,087 △16.7 704 △42.3

30年3月期第2四半期 42,805 4.6 1,090 17.3 1,306 23.2 1,221 67.0

（注）包括利益 31年3月期第2四半期　　754百万円 （△37.5％） 30年3月期第2四半期　　1,207百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 42.13 ―

30年3月期第2四半期 70.07 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

31年3月期第2四半期 77,299 44,512 57.6 2,683.51

30年3月期 79,566 45,059 56.6 2,671.90

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 44,512百万円 30年3月期 45,059百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00

31年3月期 ― 0.00

31年3月期（予想） ― 40.00 40.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 88,000 0.1 2,200 △6.1 2,600 △6.1 1,800 △21.2 108.05

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 16,762,714 株 30年3月期 17,462,714 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 175,415 株 30年3月期 598,541 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 16,730,472 株 30年3月期2Q 17,435,831 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）4ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間における経済情勢は、国内では景気回復基調が継続し、企業の設備投資

も大幅に増加した一方で、天候不順の影響もあり個人消費や消費者物価指数は低い伸びで推移しまし

た。海外では米国や中国・アジア新興国経済が好調に推移したものの、米国の通商政策の影響や、中

東・北朝鮮情勢、原油価格の上昇傾向などにより、先行き不透明な状況が続きました。 

このような事業環境のもと、当社グループは企業価値の増大を目指して、お客様が求める商品・ブ

ランド力のある商品創りに注力してまいりました。具体的には、省エネルギー関連製品、環境対応製

品、健康・生活関連製品など成長分野とインフラ整備関連分野、およびグローバル化へと積極的な事

業展開を推進するとともに継続してコストダウンおよび省エネルギー・廃棄物の削減に取り組んでま

いりました。 

その結果、当第 2 四半期連結累計期間の業績は、売上高 41,026 百万円(前年同四半期比 4.2％減)、

営業利益 732 百万円(前年同四半期比 32.8％減)、経常利益 1,087 百万円(前年同四半期比 16.7％減)、

親会社株主に帰属する四半期純利益 704 百万円(前年同四半期比 42.3％減)となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

＜シューズ事業＞ 

ジュニアスポーツシューズブランド「瞬足」は、「ＴＨＥＥ ＳＹＵＮＳＯＫＵ（ジ・シュンソク）」

を新たに投入し拡販に注力しましたが、海外ブランドの台頭などにより前年売上を下回りました。ま

た、「子供が一日で一番長く履く靴・・・だから上履きを変える」をコンセプトに上市した高機能校内

用上履きの「瞬足＠ＳＣＨＯＯＬ」が好評を得たものの、シューズ事業全体では前年売上を下回りま

した。 

シューズ事業の当第2四半期連結累計期間の業績は売上高6,257百万円（前年同四半期比15.2％減）、

セグメント損失(営業損失)は 562 百万円（前年同四半期はセグメント損失 760 百万円）となりました。 

 

＜プラスチック事業＞ 

車輌内装用資材は、中国向けは日系自動車メーカーの中国国内販売の好調により堅調に推移しまし

たが、国内・北米向けは自動車メーカーの減産の影響を受け、全体では前年売上を下回りました。 

フイルムの国内事業は、産業用が苦戦し前年売上を下回りました。輸出は、欧州向け窓用が好調に

推移し、前年売上を上回りました。北米事業は、産業用と医療用で苦戦し、前年売上を下回りました。

農業分野は、前年売上を下回りました。 

建装資材の床材は、主力のクッションフロア市場が伸び悩み前年売上を下回りましたが、壁材は、

新柄投入の効果が現れ大きく伸長し、建装資材全体では前年売上を上回りました。 

引布商品は、主力のボートが伸び悩み、前年売上を下回りました。 

プラスチック事業の当第2四半期連結累計期間の業績は売上高20,055百万円（前年同四半期比1.4％

減）、セグメント利益(営業利益)は 1,686 百万円（前年同四半期比 10.6％減）となりました。 

 

＜産業資材事業＞ 

ウレタンは、寝具・車輌・雑貨用など主力製品が好調に推移し、前年売上を上回りました。 

断熱資材は、ボード製品、システム製品は建材向けが苦戦し前年売上を下回りました。パネル製品

は畜産向け、スチレン製品はブロックの受注が好調に推移し、いずれも前年売上を上回りましたが、
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断熱資材全体では前年売上を下回りました。 

工業資材は、静電気対策品が、海外半導体ユーザーの生産調整の影響を受け、前年売上を下回りま

した。また、ＲＩＭ成形品は、海外市場での分析機器販売不振の影響により、前年売上を下回りまし

た。 

産業資材事業の当第2四半期連結累計期間の業績は売上高14,714百万円（前年同四半期比2.4％減）、

セグメント利益(営業利益)は 892 百万円（前年同四半期比 27.9％減）となりました。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

 (資産、負債及び純資産の状況) 

当第 2四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産は 77,299 百万円で前連結会計年度末に比較し

て 2,266 百万円減少しました。 

資産の部では、流動資産は 46,861 百万円となり前連結会計年度末に比較して 1,954 百万円減少し

ました。これは主に、商品及び製品が 877 百万円、その他流動資産が 571 百万円、電子記録債権が

192 百万円増加しましたが、受取手形及び売掛金が 2,052 百万円、現金及び預金が 1,803 百万円減少

したことによります。固定資産は 30,437 百万円となり前連結会計年度末に比較して 312 百万円減少

しました。これは主に、投資有価証券が 211 百万円、繰延税金資産が 191 百万円減少したことによ

ります。 

負債の部では、流動負債は 24,229 百万円となり前連結会計年度末に比較して 1,720 百万円減少し

ました。これは主に、未払金が 692 百万円、支払手形及び買掛金が 508 百万円、その他流動負債が

370 百万円、未払法人税等が 269 百万円減少したことによります。固定負債は 8,557 百万円となり前

連結会計年度末に比較して 1百万円増加しました。 

純資産の部は 44,512 百万円となり、前連結会計年度末に比較して 547 百万円減少しました。これ

は主に、繰延ヘッジ損益が 295 百万円増加しましたが、自己株式の取得により 626 百万円、為替換

算調整勘定が 216 百万円減少したことによります。なお、自己株式の消却により、資本剰余金及び

自己株式がそれぞれ 1,525 百万円減少しております。以上の結果、自己資本比率は 57.6％となり前

連結会計年度末に比べ 1.0％好転しました。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第 2四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は 6,849 百万円(前

連結会計年度末比 1,803 百万円減少)となりました。 

営業活動の結果、増加した資金は1,642百万円(前年同四半期比404百万円収入減)となりました。

これは主に、売上債権の減少 1,783 百万円、減価償却費 1,394 百万円、税金等調整前四半期純利益

1,039 百万円による収入と、たな卸資産の増加 1,148 百万円、法人税等の支払額 545 百万円、その他

の負債の減少 366 百万円、仕入債務の減少 365 百万円の支出によるものであります。 

投資活動の結果、減少した資金は2,122百万円(前年同四半期比568百万円支出増)となりました。

これは主に、固定資産の取得による支出 2,118 百万円によるものであります。 

財務活動の結果、減少した資金は1,271百万円(前年同四半期比297百万円支出減)となりました。

これは主に、配当金の支払額 674 百万円、自己株式の取得による支出 626 百万円によるものであり

ます。 
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 (3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 31 年 3 月期の連結業績予想につきましては、平成 30 年 8 月 8 日に公表いたしました業績予想

から変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,655 6,851

受取手形及び売掛金 23,332 21,279

電子記録債権 3,500 3,692

商品及び製品 8,745 9,623

仕掛品 1,427 1,537

原材料及び貯蔵品 2,161 2,289

その他 1,065 1,637

貸倒引当金 △72 △48

流動資産合計 48,815 46,861

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,145 8,257

機械装置及び運搬具（純額） 5,584 5,526

土地 4,284 4,281

建設仮勘定 856 975

その他（純額） 596 610

有形固定資産合計 19,468 19,652

無形固定資産 433 376

投資その他の資産

投資有価証券 4,367 4,155

退職給付に係る資産 3,579 3,604

繰延税金資産 2,199 2,007

その他 840 694

貸倒引当金 △137 △53

投資その他の資産合計 10,848 10,408

固定資産合計 30,750 30,437

資産合計 79,566 77,299
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 13,172 12,664

電子記録債務 2,942 3,032

短期借入金 2,232 2,261

未払金 2,874 2,182

未払法人税等 544 275

その他 4,183 3,812

流動負債合計 25,950 24,229

固定負債

長期借入金 3,000 3,000

繰延税金負債 415 391

退職給付に係る負債 4,713 4,722

資産除去債務 371 383

ＰＣＢ廃棄物処理引当金 46 42

その他 9 18

固定負債合計 8,556 8,557

負債合計 34,506 32,787

純資産の部

株主資本

資本金 14,640 14,640

資本剰余金 8,238 6,712

利益剰余金 20,700 20,730

自己株式 △1,285 △386

株主資本合計 42,294 41,698

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,220 1,201

繰延ヘッジ損益 △106 189

為替換算調整勘定 305 89

退職給付に係る調整累計額 1,344 1,333

その他の包括利益累計額合計 2,765 2,814

純資産合計 45,059 44,512

負債純資産合計 79,566 77,299
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 42,805 41,026

売上原価 33,527 32,496

売上総利益 9,277 8,529

販売費及び一般管理費 8,187 7,796

営業利益 1,090 732

営業外収益

受取利息及び配当金 36 37

その他 258 365

営業外収益合計 294 402

営業外費用

支払利息 16 16

その他 61 31

営業外費用合計 78 47

経常利益 1,306 1,087

特別利益

固定資産売却益 398 0

投資有価証券売却益 ― 0

保険差益 2 8

為替換算調整勘定取崩益 71 ―

特別利益合計 472 9

特別損失

固定資産売却損 ― 4

減損損失 99 ―

固定資産除却損 103 54

出資金評価損 17 ―

特別損失合計 220 58

税金等調整前四半期純利益 1,558 1,039

法人税、住民税及び事業税 401 279

法人税等調整額 △64 54

法人税等合計 336 334

四半期純利益 1,221 704

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,221 704
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 1,221 704

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 153 △18

繰延ヘッジ損益 △29 295

為替換算調整勘定 △256 △169

退職給付に係る調整額 141 △11

持分法適用会社に対する持分相当額 △23 △47

その他の包括利益合計 △14 49

四半期包括利益 1,207 754

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,207 754

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,558 1,039

減価償却費 1,296 1,394

減損損失 99 ―

貸倒引当金の増減額（△は減少） △12 △107

受取利息及び受取配当金 △36 △37

支払利息 16 16

為替差損益（△は益） 7 △2

持分法による投資損益（△は益） △98 △115

固定資産除売却損益（△は益） △295 58

投資有価証券売却損益（△は益） ― △0

出資金評価損 17 ―

保険差益 △2 △8

為替換算調整勘定取崩益 △71 ―

売上債権の増減額（△は増加） 1,512 1,783

たな卸資産の増減額（△は増加） △527 △1,148

仕入債務の増減額（△は減少） 74 △365

未払消費税等の増減額（△は減少） △430 △53

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △83 9

その他の資産の増減額（△は増加） △81 △182

その他の負債の増減額（△は減少） △253 △366

小計 2,691 1,911

利息及び配当金の受取額 267 282

利息の支払額 △15 △14

保険金の受取額 2 8

特別退職金の支払額 △175 ―

法人税等の支払額 △723 △545

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,046 1,642

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △0 △0

固定資産の取得による支出 △2,260 △2,118

固定資産の売却による収入 725 3

投資有価証券の取得による支出 △18 △19

投資有価証券の売却による収入 ― 0

貸付金の回収による収入 ― 11

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,553 △2,122

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） ― 30

自己株式の取得による支出 △686 △626

配当金の支払額 △881 △674

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,568 △1,271

現金及び現金同等物に係る換算差額 △48 △52

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,123 △1,803

現金及び現金同等物の期首残高 9,949 8,653

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,825 6,849
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 

該当事項はありません。 

 

（追加情報） 

   (「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

  「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第 28 号 平成 30 年 2 月 16 日）等を   

第 1 四半期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表

示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。 

 

（セグメント情報等） 

 

Ⅰ 前第 2四半期連結累計期間（自 平成 29 年 4月 1日 至 平成 29 年 9月 30 日） 
 

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：百万円) 

 
シューズ  

事業 

プラスチック

事業 

産業資材  

事業 
計 

 

調整額 

(注) 1 

四半期連結損益

計算書計上額 

(注) 2 

売上高   
外部顧客への売上高 7,377 20,343 15,083 42,805 ─ 42,805
セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
─ 73 344 418 △418 ─

  計 7,377 20,417 15,428 43,223 △418 42,805

セグメント利益又は 

損失（△） 
△760 1,885 1,237 2,362 △1,272 1,090

(注)1. セグメント利益又は損失の調整額△1,272 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用（一般

管理費）であります。 

  2. セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

(固定資産に係る重要な減損損失) 

「シューズ事業」セグメント及び各報告セグメントに配分していない全社資産において、営業所の移転及び

売却方針を決定したことに伴い、減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第 2四半

期連結累計期間においては「シューズ事業」セグメントが 61 百万円、各報告セグメントに配分していない全

社資産が 26 百万円であります。 

「産業資材事業」セグメントにおいて、売却方針の決定がされた資産について、減損損失を計上しておりま

す。なお、当該減損損失の計上額は、当第 2四半期連結累計期間においては 12 百万円であります。 
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Ⅱ 当第 2四半期連結累計期間（自 平成 30 年 4月 1日 至 平成 30 年 9月 30 日） 

 

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：百万円) 

 
シューズ  

事業 

プラスチック

事業 

産業資材  

事業 
計 

 

調整額 

(注) 1 

四半期連結損益

計算書計上額 

(注) 2 

売上高   
外部顧客への売上高 6,257 20,055 14,714 41,026 ─ 41,026
セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
─ 68 301 370 △370 ─

  計 6,257 20,123 15,015 41,396 △370 41,026

セグメント利益又は 

損失（△） 
△562 1,686 892 2,016 △1,283 732

(注)1. セグメント利益又は損失の調整額△1,283 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用（一般

管理費）であります。 

  2. セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    該当事項はありません。 
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